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1. 平成30年3月期第2四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第2四半期 17,460 14.0 1,120 5.5 1,225 9.1 805 16.7

29年3月期第2四半期 15,311 △0.7 1,062 35.8 1,123 33.5 690 33.5

（注）包括利益 30年3月期第2四半期　　1,062百万円 （75.8％） 29年3月期第2四半期　　604百万円 （36.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第2四半期 126.44 ―

29年3月期第2四半期 108.38 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第2四半期 31,450 15,560 49.5

29年3月期 30,947 14,739 47.6

（参考）自己資本 30年3月期第2四半期 15,560百万円 29年3月期 14,739百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 15.00 ― 38.00 53.00

30年3月期 ― 15.00

30年3月期（予想） ― 40.00 55.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 35,000 9.9 2,100 9.4 2,200 7.9 1,400 4.7 219.86

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期2Q 6,615,070 株 29年3月期 6,615,070 株

② 期末自己株式数 30年3月期2Q 247,315 株 29年3月期 247,275 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期2Q 6,367,783 株 29年3月期2Q 6,367,855 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

・業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説
明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、世界経済の回復が続く中、企業の生産活動は高水準で推移す

るとともに、設備投資についても増産投資の動きが出始めるなど増加基調が続きました。また、人手不足を背景と

した所得環境の改善を受けて、個人消費についても持ち直しの動きが継続するなど、わが国経済は回復基調が鮮明

になりました。

　このような状況の中、当社グループの連結業績につきましては、電子部品・半導体やロボットに関わる企業の生

産活動が高水準で推移する中、生産部品・消耗部品の販売が好調に推移したこと等により、売上高は17,460百万円

（前年同期比14.0％増）、営業利益は1,120百万円（前年同期比5.5％増）、経常利益は1,225百万円（前年同期比

9.1％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は805百万円（前年同期比16.7％増）となりました。

　 セグメントの業績は、次のとおりであります。

　① 建設機械事業

建設機械事業におきましては、一部の建設機械においては９月以降の排ガス規制強化前の駆け込み需要が続くと

ともに、熊本地震、九州北部水害等の災害復旧工事が継続して実施される中、販売部門においては、既存取引先へ

の深耕による営業強化と社会インフラの補修に関連する商品の販売強化に努めるとともに、レンタル部門において

は、災害等により需要が高まっている地域への設備強化を実施いたしました。この結果、売上高は6,346百万円

（前年同期比7.7％増）となりましたが、前年同期はクレーンレンタルの終了により当該資産を売却したこともあ

り、セグメント利益は638百万円（前年同期比14.8％減）となりました。

　 ② 産業機器事業

産業機器事業におきましては、米国、中国経済を始めとした世界経済の回復を受けて、企業の生産活動は高水準

で推移するとともに、外需主導ながら設備投資についても回復基調が続く中、好調が続くスマートフォン、車載用

半導体、ロボット分野を中心に新商品の開拓と提案営業の強化に努めるとともに、継続して新たな生産部品・消耗

部品の開拓と販売強化にも努めてまいりました。この結果、売上高は10,910百万円（前年同期比18.5％増）、セグ

メント利益は678百万円（前年同期比34.6％増）となりました。

　 ③ 砕石事業

砕石事業におきましては、事業を展開している地域においては、民間の大型プロジェクトと災害復旧工事が一巡

したことにより厳しい状況が続く中、継続して民間企業への営業強化による中小規模の工事の受注獲得に努めると

ともに、製造コストの価格転嫁に向けて販売単価の交渉にも努めてまいりました。しかしながら官需、民需ともに

全体の工事量が減少したことにより売上高は203百万円（前年同期比4.9％減）、セグメント利益は15百万円（前年

同期比9.9％減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況

資産は、前連結会計年度に比べ502百万円増加（1.6％増）し、31,450百万円となりました。増減の主な内容は、

貸与資産が408百万円、現金及び預金が246百万円それぞれ減少したものの、電子記録債権が400百万円、受取手形

及び売掛金が392百万円、投資有価証券が371百万円それぞれ増加したことによるものであります。

負債は、前連結会計年度に比べ317百万円減少（2.0％減）し、15,890百万円となりました。増減の主な内容は、

支払手形及び買掛金が889百万円増加したものの、短期及び長期借入金が565百万円、その他流動負債が411百万円、

リース債務が294百万円それぞれ減少したことによるものであります。

純資産は、前連結会計年度に比べ820百万円増加（5.6％増）し、15,560百万円となりました。増減の主な内容

は、利益剰余金が563百万円、その他有価証券評価差額金が257百万円それぞれ増加したことによるものでありま

す。

この結果、自己資本比率は49.5％と前連結会計年度に比べ1.9ポイント上昇いたしました。

② キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度に比べ170

百万円減少（3.0％減）し、5,500百万円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フロー

の状況とその増減の要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間において、営業活動による資金の増加は1,154百万円（前年同期は749百万円の増

加）となりました。これは主に前第２四半期連結累計期間に比べ、売上債権の増加による資金の減少が多かった

ものの、仕入債務の増加による資金の増加が多かったことによるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間において、投資活動による資金の減少は206百万円（前年同期は303百万円の増加）

となりました。これは主に前第２四半期連結累計期間に比べ、有形固定資産の売却による収入が減少したことに

よるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間において、財務活動による資金の減少は1,112百万円（前年同期は624百万円の減

少）となりました。これは主に前第２四半期連結累計期間に比べ、短期借入金に係る資金が減少したことによる

ものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年３月期通期の業績予想につきましては、平成29年10月20日に公表いたしました「業績予想及び配当予想

の修正に関するお知らせ」のとおりであり変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,753 5,506

受取手形及び売掛金 10,209 10,601

電子記録債権 1,520 1,921

賃貸料等未収入金 670 568

商品及び製品 1,337 1,381

仕掛品 68 105

貯蔵品 3 4

その他 900 859

貸倒引当金 △238 △188

流動資産合計 20,224 20,759

固定資産

有形固定資産

貸与資産（純額） 6,174 5,766

その他（純額） 2,350 2,381

有形固定資産合計 8,524 8,148

無形固定資産

のれん 107 90

その他 59 49

無形固定資産合計 167 140

投資その他の資産

投資有価証券 1,738 2,109

その他 311 312

貸倒引当金 △24 △23

投資その他の資産合計 2,026 2,398

固定資産合計 10,718 10,688

繰延資産

開発費 5 3

繰延資産合計 5 3

資産合計 30,947 31,450
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,984 9,873

短期借入金 1,236 1,050

1年内返済予定の長期借入金 631 513

リース債務 1,564 1,269

未払法人税等 220 372

賞与引当金 339 257

役員賞与引当金 60 ―

割賦利益繰延 491 415

その他 1,052 640

流動負債合計 14,578 14,393

固定負債

長期借入金 597 335

役員退職慰労引当金 115 113

その他の引当金 382 386

退職給付に係る負債 346 348

その他 187 313

固定負債合計 1,629 1,497

負債合計 16,208 15,890

純資産の部

株主資本

資本金 1,181 1,181

資本剰余金 1,015 1,015

利益剰余金 12,051 12,614

自己株式 △231 △231

株主資本合計 14,017 14,580

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 608 865

繰延ヘッジ損益 △0 0

為替換算調整勘定 115 113

その他の包括利益累計額合計 722 979

純資産合計 14,739 15,560

負債純資産合計 30,947 31,450
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 15,311 17,460

売上原価 12,563 14,564

差引売上総利益 2,747 2,896

割賦販売未実現利益戻入額 154 132

割賦販売未実現利益繰入額 54 55

売上総利益 2,847 2,972

販売費及び一般管理費 1,785 1,852

営業利益 1,062 1,120

営業外収益

受取利息 9 10

受取配当金 12 13

持分法による投資利益 10 13

貸倒引当金戻入額 23 45

その他 41 44

営業外収益合計 97 127

営業外費用

支払利息 32 22

その他 4 0

営業外費用合計 36 22

経常利益 1,123 1,225

特別利益

固定資産売却益 ― 1

特別利益合計 ― 1

特別損失

固定資産除却損 0 0

投資有価証券評価損 49 ―

特別損失合計 49 0

税金等調整前四半期純利益 1,073 1,226

法人税、住民税及び事業税 261 374

法人税等調整額 122 47

法人税等合計 383 421

四半期純利益 690 805

非支配株主に帰属する四半期純利益 ― ―

親会社株主に帰属する四半期純利益 690 805
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益 690 805

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 60 252

繰延ヘッジ損益 2 1

為替換算調整勘定 △102 △10

持分法適用会社に対する持分相当額 △46 14

その他の包括利益合計 △85 257

四半期包括利益 604 1,062

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 604 1,062

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,073 1,226

減価償却費 777 714

のれん償却額 7 16

貸倒引当金の増減額（△は減少） △28 △50

賞与引当金の増減額（△は減少） △26 △81

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △9 1

受取利息及び受取配当金 △21 △23

支払利息 32 22

持分法による投資損益（△は益） △10 △13

固定資産除売却損益（△は益） 0 △0

投資有価証券評価損益（△は益） 49 ―

売上債権の増減額（△は増加） 713 △695

たな卸資産の増減額（△は増加） △34 △82

仕入債務の増減額（△は減少） △981 892

その他 △478 △576

小計 1,062 1,348

利息及び配当金の受取額 38 44

利息の支払額 △31 △21

法人税等の支払額 △320 △215

営業活動によるキャッシュ・フロー 749 1,154

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △240 △395

有形固定資産の売却による収入 541 125

無形固定資産の取得による支出 △0 △8

投資有価証券の取得による支出 △1 △1

貸付金の回収による収入 0 0

その他の支出 △3 △6

その他の収入 7 77

投資活動によるキャッシュ・フロー 303 △206

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 96 △186

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △251 △304

長期借入金の返済による支出 △310 △379

自己株式の取得による支出 ― △0

配当金の支払額 △159 △241

財務活動によるキャッシュ・フロー △624 △1,112

現金及び現金同等物に係る換算差額 △56 △5

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 372 △170

現金及び現金同等物の期首残高 4,559 5,670

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,931 5,500
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成 28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２建設機械事業 産業機器事業 砕石事業 計

売上高

（1）外部顧客への売上高 5,892 9,204 213 15,311 ― 15,311

（2）セグメント間の内部
売上高又は振替高

2 8 ― 11 △11 ―

計 5,895 9,213 213 15,322 △11 15,311

セグメント利益 748 504 17 1,270 △207 1,062

(注) １ セグメント利益の調整額△207百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費

用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成 29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２建設機械事業 産業機器事業 砕石事業 計

売上高

（1）外部顧客への売上高 6,346 10,910 203 17,460 ― 17,460

（2）セグメント間の内部
売上高又は振替高

5 18 ― 24 △24 ―

計 6,352 10,928 203 17,484 △24 17,460

セグメント利益 638 678 15 1,332 △211 1,120

(注) １ セグメント利益の調整額△211百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費

用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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